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time. In many so此~waredevelopment organizations, reuse 
Developers in such organ間前ions are required to im plement 
reliable source code. On the other hand, source code reuse is especially 
developers to unders回ld 七he source code fuly. In order to encourage 
reuse behaviors in 七he e泊sting projec阻 However， there exists 
developer. In a software development organ目前ion， developers usually 
research indicated 主hat もhesituation of the reuse differs by developers, and 
often reuses. Therefore, in this paper, we propose a SQurce code reuse 
projects with using mul抗plesoftware reposi七ories. As a result, we show 
of the difference be七weeneach developer is worthy 七o be conducted 
Clone, Version Control System, Code Au七horship
- 37-
its polished and/or extended version may be published elsewhere 


















































図 1 2 リピジョン閥的改}











































， B が C色 H に含まれる場合，
コードクロ」ン AIこ対応するコ}ドクロ}ンは B となる.ま
た，図 l(b) では，コ}ドクロ}ン A のllfJで綴鋒操作は行われ
ていないため，対応するコード!t B の開始行番号l立 A の開始
行番号と悶じになる.一方， AIこ 2 行の挿入が行われているた
めに， B の終了行番号ば A の終了行幸番号lこ 2 行追加した{直と
なる B が Oi+l ，こ含まれる場合， ::>-ドクローン A に対応す
るコ}ドクロ}ンは B となる.このように，あるコードクロー
ン A E Ci に対応するコード片をその関始行幸番号と終了行番号
の対応lこ基づいて求め，そのコード片 B がコードタ口一ンと
なっている場合，コ}ドクローン A とコードクローン B の隠
に履歴関係があると定違議する. 2 リピジョン防のコードクロー
ンの履際関係を分析することで， Ri+1 に存在するクローンが
新たに追加されたク口}シ (Added Clone) なのか，変更された
クロ}ン (Modified Clolle) なのかといった分類を行うことが
可能となる.さらに，注目ドク口、ーンの分類を利用することで，
そのコードタロー;与ををきむとケロ}シセットに立すしても，新たに











































例として， 9 ポジトリ A ， リポジトリ B からブアイノレを
チェックアウトする様子を図 3 に示す.最初に， 2 つのリポジ























の例では，合成リピジョン 1 と合成リピジョン 2 聞でのクロー




ここでは 2 Y ビジョン問でのクローン遷移を全合成リビジョ
ン関でのコードクローンの遷移情報に拡張したものをクローン
セット履歴と呼ぶー
隣接する合成リビジョン Rtt Rt+l> R-件2 があったときに，
ぬと RHl' Rt+l と Rt+2 聞でそれぞれクローンセット遷
移情報が算出されていた場合，クローンセットごとに遜移情報













して ， Rt におけるコードクローン A とコードクローン B の

















ン， Ct を R， に含まれる金コードクロ}ンの縫合とする.
ある合成リピジョンでコードクローン α が発生したとす




各行について，版管理システムを法lこ Code Authorship とコ
ミット日 i砕を求める
ここで，コードクローン A とコードクローン β が燃するク
口ーンセットにコードクローン C がi盛加されたと仮定して説
明を行う.コードクローン A 内で査をも古いコミット日 I埼の行
のコミット日時を DAold と定暴露し，査をも新しいコミット日時
を DAneω とする.向様に，コードクローン B 内で最も古い
コミット日時の行のコミット日 n寺を DBoid ， 査をも新しいコミッ
ト日時を DBnew とする.
CASE1 
図 5 (a) に示すように， DAnew が DBoid より古い壌合，コード
クローン C の作成渚はコードクロ}ン A の Code Authorship 
である開発者である
CASE2 
図 5 (b) に示すように， DBnew が DAold より古い場合，コード
クローン C の作成者はコードクローン B の CodeAuthorship 
である開発者である
CASE3 
図 5 (c) に示すように， CASE1 , CAS呂2 に当てはまらない様

























1初" 個別凹クローンセット 0" '" 
関 6
,. 

































対象として， OS8 の Javaプロジzクト eclipse.platform. texむ
と eclipse.pde を入力としてF司書ました. eclipse.platform.text(2001 
/5/2 'v 2003/12/22) は 1369 リピジョンで開発者 19 名の規


































































(桂 1) : http://d田h.eclipse.org/dasb向。皿its/web-app/active-co皿 itters.
cgi 
- 41 ー
利用数が 163 図で二番目に多い開発者A は， 48 俄のプロジェ
クトに関わっていた 作成数が 2日田で二番目に多く，再手IJ用
数が 247 回で一番多い開発者 B は， 19 偲のプロジェクトに飼
わっていた作成数が 9 回で三番目に多く，再利用数が 38 回で














10 に示す図 10 に示すコ}ド片は再利用が 16 回でユニーク
利用者数は 3 名である また，図 8 に示すコード片は再利用
が 4 回でユエーク利用者数は 3 名である.そして，図 10 に示


























[1] 官ivedi Prakri色i and Kumar Rajeev. 80ft，，:四国 Me訂i白
to Estima回目。ftware Quality using Sofもware Component 




ence Iss閣es， Vol. 9, pp. 144句149， 2012. 
[2] WiIl τ岡田 Confe昭ions of a used周program sal時m副1:
Lessons learned. In Proceed帥9' 01 帥e 1995 S，伊npos卸m on 
Software Reusability, 88R '95, pp. 1l~13! New YOl'k, NY, 
USA, 1995. ACM. 
[3] Lars Heinem叩n ， Florian Deiss叩bo開k， M町10 Gleirscher, 
Benjamin Hummel, and Ma.xim?ian Irlbeclι011 tho Extent 
and Nature of Software Reuse in Open Soul'ce Java Projects. 
In Proceed叩g5 01 the 12th lnぉrnational 001ザ￠開nce on Top 
Product叩ity Through Software Reuse, lCB乱立1 ， pp. 207 





[5] Manuel Sojer and Joachim Honkel. 00伽Rou師団 Open
Source Software Development: Quantitative Evidence, 
Drivers, and Impediments. Journal 0] the Ass田ìat叩n]or
Info門ηαtion Syst町ns， Vol. 11, No. 12, 2010 
[6J Lingxiao Jia.ng, Ghassan Misherghi，胡d Zh阻dong Su 
DECKARD: Scalable a.nd AccurateτhφB出ed Detection 
of Code 010ne5. 1n Proceedings of Intemational 001ザerence
on Software Engineering, pp. 96-105, 2日目7
[7J CCFind町X. http://www.ccfinder.n凶/
[8J Simian. http://ww.r .har由iza田畑町内出血/
[9J 肥後芳樹，楠本Äニ，井上克郎 コードクローン検出とその
関連技術電子情報通儒学会論文総l Vol. J91悶D， No. 6, pp 
1465-1481, 2008. 
[10] Johannes Same色inger. Software Engineering with Reusαble 
Com戸田山 Springer-Verlag New York, 1nc., New York, 
NY, USA, 1997 
[l1J Mihai Balint, Tudor Girba, a.nd R吋uM虹四国cu. How 品
velope四 copy. 1n Proceedings of International Conference 
on Program Comprehension 2006, pp. 56-65, 2006 
[1司 山中絡樹，桂恩言語，吉田則裕，井上克郎，位野建樹.コードクロー
ン変更管理Vステムの開発と実プロジェクトへの遮潟 ソフト
ゥ手ァエンジニアリングシンポジウム 2012 論文集，務 2012 巻，
pp. 1一戸8 ， aug 2012 
[13J J回 Harder. Code Clone Authorship - A Fi国 Look. STT, 
明01. 32, No. 2, pp. 25-26, 2012 
